
▲完成イメージ図

　8月30日、公明党横浜市会議員団として明治大学の鈴木賢教授を招き、
LGBTに関する勉強会を開催。LGBTとは、L＝レズビアン、G＝ゲイ、B＝バイ
セクシュアル、T＝トランスジェンダーの略称で、いわゆる性的少数者の総称で
す。日本においても人口の約6％を占めるとの推計もありますが、これまで法
律的には「存在しない」とされてきた方々で、社会生活上の様々な制約を受け
ています。市民意識の啓発、国の民法改正を視野に、横浜市におけるパートナーシップ制度の確立を目指して参り
ます。

　横浜市南部市場跡地に「食のライブマーケット」として来年9月
にオープン予定の同施設。9月13日の起工式に地元金沢区選出の
市会議員の代表として出席しました。近接する八景島、アウトレット
パーク、漁港はじめ多様な観光資源との連携による、横浜・金沢の
更なる賑わい創出は、私が全力で取組む最重要課題の一つです。

　8月29日、同議会の本会議を、川崎市コンベンシ
ョンセンターで開催。横浜市会を代表し、広域連合
議会議員の1人として「保健事業等支援基金条例」
の制定などについて審議。今後も増加が見込まれる
医療費抑制のため、高齢者の健康保持、健康寿命の
増進のための更なる施策の展開が必要です。

誰もが生きやすい
世の中へ！
LGBTの勉強会を開催

ブランチ横浜南部市場（仮称）
起工式へ

神奈川県後期高齢者医療広域連合議会

　9月12日、横浜市大八景キャンパス・シーガルホール
にて。私からは「ハマ弁」など、公明党が推進した市政
施策の前進を報告。三浦のぶひろ参院議員は「IR法
案」「参院定数問題」など、皆さまの関心の高
い国政課題を解説。「分かりやすくて、スッキ
リしました」と、多くの出席者から嬉しい感想
も頂きました。

　9月15日、上大岡駅前にて「北海道
胆振地方中東部を震源とする地震災
害救援の会」の有志の皆さまと共に、
街頭募金活動を実施。多くの皆さまか
ら頂いた連帯の真心を、しっかりと現
地へお届けして参ります！ 公明党金沢支部会を開催
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横浜市会 平成30年 
第3回定例会を開催！

9月11日（火）～10月26日（金）まで

北海道地震からの
早期復興を願って



「敬老の日」祝賀の集いへ（9月16・17日）
　各地域で祝賀の集い、芸能大会などが賑やかに。三艘、
塩場、瀬ヶ崎、大道、釡利谷地域の会場に伺い皆さまにご挨
拶、懇談。シニアとは言え、地域の中心になってご活躍され
ている皆さまばかりです。ますますお元気で、長生きされる
ことを、心より祈念しつつ！

金沢まつり
花火大会（8月25日）
　区政70周年の佳節の今大会は、好天に恵ま
れ、例年にも増して賑やかに！私も、金沢漁港内の
特設会場にて、日頃より大変にお世話になってい
る皆さまと、鑑賞・懇談。素晴らしい夏の思い出を
刻ませて頂きました。

金沢漁港・汐祭り
　毎年9月1日に海の豊
漁と安全を祈願して開
催。漁業で横浜の海の幸
を守り、遊漁船やイベン
トで市民に開かれた港の賑わいを提供して頂いて
いる、関係者の皆さまに感謝！

▲三艘町内会館にて　 ▲瀬ヶ崎西部町内会館にて

釜利谷地区▶
センターにて　
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短信「区民の皆さまと共に」

皆さまの声を「カタチ」に ● 六浦駅前、能見台通り

● 六浦駅前バス停 ● 能見台通りの横断歩道

　バス停前の横断歩道。「客
待ちのバスが死角となり、歩
行者とクルマがぶつかりそう
になり、お互いにびっくりする
ことが多い」とのご相談を頂
きました。そこで「とび出し注
意」の路面表記で自動車に注
意喚起。しっかり確認、絶対
無事故を願います。

　「横断しようと思っても、車が止まってくれない」と
のお声を頂きました。そこで横断歩道を再塗装し、
車からもハッキリ視認できるようにしました。運転者
の皆さま、横断歩道は歩行者優先です。お互いに気
を付けましょう！

再塗装前 再塗装後


